
教師が使うＩＣＴ研修７「インクルーシブ教育のために」というテーマで、子どもの困り
感とＩＣＴの有効活用について考えていきます。
（★）

1



【事前に2～3人グループに分かれておく】

今日の研修のゴールは「ある授業場面における児童生徒の困り感の予想や対策を
考えることを通して、ＩＣＴの有効性について話し合う。」です。
（★）

2



１部ではインクルーシブ教育を念頭に置いたＩＣＴの活用について

・視覚的に提示

・焦点化して提示

・再現・繰り返し提示

といった三つの提示を紹介しました。

（★）

3



「視覚的に提示」とは、指示内容を聴覚情報に加え、視覚情報としても提示する方
法です。
（★）
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「焦点化して提示」とは、指示内容を線を引いたり拡大したりして焦点化して提示す
る方法です。
（★）
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「再現・繰り返し提示」とは、実際にモデルを何度も再生したり、再生速度を調整して
どの子どもも授業に参加させる方法です。
（★）
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今回はこうしたＩＣＴの活用を念頭に、三つのステップで研修を行います。
（★）
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事例として、「分度器の使い方を指導する場面」を考えます。
※ファシリテーターが指導場面を変えることも可能
（★）
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まずは、この指導場面で予想される子どもの「困り感」について話し合い、ワーク
シートにまとめましょう。
時間は５分です。
（★）

9



次は、予想される子どもの「困り感」を基に、「ＩＣＴを活用しない指導」と「ＩＣＴを活用
した指導」とを話し合い、ワークシートにまとめましょう。
（★）

10



次は、ＩＣＴを活用しない場合と比較して、ＩＣＴを活用した場合の利点を話し合い、
ワークシートにまとめます。
時間は５分です。
（★）
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最後に各グループで話し合ったことをワークシートに沿って発表しましょう。
時間は５分です。要点を短くまとめ、発表してください。
（★）
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１部でも確認しましたが、大切なのは次の点です。
まずは、全ての子どもたちを対象にするといったインクルーシブ教育の理念を教師
がもつことです。
（★）そして、子どもたちの困り感を予想・把握し、
（★）その上で、ＩＣＴが効果的に活用できないか考慮します。
（★）究極的には特定の子どもだけでなく、全員の学びを保障するといった目的を達
成することが大切です。
（★）
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